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【背景と目的】
●養育者にアルコールや薬物使用など、「アディクション(依存症)があること」＝児童虐待の主要なリスクの１つ
●アディクション問題を抱える養育者は,精神症状による直接的影響だけでなく,
経済的困窮,対人関係のスキル不足などの間接的影響で養育困難に陥りやすい.

●虐待予防の観点からも、アディクションを抱えながら子育てをする親とその子どものケアが必要

我が国の従来の支援体制では,子どものケアは「児童の専門家」が,
アディクションの親へのケアは「依存症の専門家」がそれぞれ別々に担ってきた。

当事者とその配偶者 子ども

アディクション問題を抱える親子

依存症の専門家が支援 児童の専門家が支援

当事者親子をセットで支援対象とする視点＋具体的な介入ツールが必要

親のアディクション問題へ
どうやって介入すればいいんだろう？

子どもの担当だけれど、親の問題に
どこまで手を出すべきなのだろう？

当事者に子どもがいるようだけれど・・・
子育ては一体どうなっているんだろう？

子どもの世話をしなければいけないから
通院・入院できないという・・・

子どものケアについては、
よくわからない



【方法】
●研究1 「介入支援ツールの開発」
依存症の専門家3名(精神科医、心理士、PSW）と,児童の専門家(児童精神科医）1名により，国内外の文献レビューや,同じテーマを
扱う資料を参考に,介入支援ツールに含むべき要素を抽出した.

●研究２ 「介入支援ツールの効果検証」
精神科医療機関を受診した
アディクション問題のある当事者親子のうち,同意が得られた者を対象に介入支援ツール使用後の知識の理解度や親子関係の変化等
について自記式アンケートを実施. ※現在も引き続きデータ収集中

介入支援ツール開発のため参考にした主な文献、インターネットサイト

●海外サイト
セサミストリート 『ペアレンタルアディクション』
https://sesamestreetincommunities.org/topics/p
arental-addiction/

●国内出版書籍
『家族のこころの病気を子どもに伝える絵本④ボ

クのこと わすれちゃったの？─お父さんはアル
コール依存症─』
プルスアルハ著．2014年．ゆまに書房.
ISBN978-4-8433-4577-1
https://kidsinfost.net/shop/alcoholism/

●文献・資料
①『CHILDREN OF ADDICTED PARENTS: 
IMPORTANT FACTS』
by National Association for Children of Addiction

②『Talking with Children about Addiction and 
Treatment』
by Hazelden Betty Ford

③Wlodarczyk, O., Schwarze, M., Rumpf, H. J., 
Metzner, F., & Pawils, S. (2017). 
Protective mental health factors in children of 
parents with alcohol and drug use disorders: A 
systematic review.
PloS one, 12(6), e0179140. 
https://doi.org/10.1371/journal.pone.0179140

④Solis, J. M., Shadur, J. M., Burns, A. R., & 
Hussong, A. M. (2012). 
Understanding the diverse needs of children 
whose parents abuse substances. Current drug 
abuse reviews, 5(2), 135–147. 
https://doi.org/10.2174/1874473711205020135

https://doi.org/10.1371/journal.pone.0179140


【結果】 文献調査により抽出された介入支援ツールに含むべき要素

①アディクションという病気や親子関係に与える影響の理解,知識

の伝達

②親子間の感情的交流の重要性の解説とその方法

③安心・安全な大人への援助希求の方法

④子ども自身のセルフケアの実施法の伝達

より伝わりやすい 「た・い・せ・つのメッセージ」 へ変換

この４要素を盛り込み、医療・福祉現場などで活用できる
「養育者用」と「子ども用」の介入支援ツールを開発

た たよろう、たすけをもとめよう （援助希求）

い いろんな気もちを話そう （感情的交流）

せ あなたのせいじゃない （病気の影響、理解）

つ つらいときには自分にごほうびあげよう （セルフケア）

↓介入支援ツール「子ども版」冊子 A4判，オールカラー,全２４ページ

↓介入支援ツール「大人版」冊子 A5判，オールカラー,全12ページ











本研究で開発した介入支援ツールの現場での使用法について、動画やロールプレイを用いた
ワークショップを行います。

●日時：12/18(土) 15：20-17：20

●講師：森田展彰、田渕賀裕、村瀬華子、新田千枝

●料金：1000円
※別途学術集会 参加費用が必要。
※参加者には、印刷版 大人版・子ども版冊子を差し上げます。

●申込方法： 2021年度アルコール・薬物依存関連学会 合同学術総会サイト にてお申し込みください。
https://alcohol2021.jp/index.html

【本研究および介入支援ツールに関するお問合せ】

sevenseas00lp1049@yahoo.co.jp 新田千枝(久里浜医療センター臨床研究部研究員)

ご清聴ありがとうございました。

オンラインワークショップ 参加者募集中！

mailto:sevenseas00lp1049@yahoo.co.jp
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